
２月４月６月 ５月７月

８
日　

ア
イ
ク
ラ
ブ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
教
室

９
日　

市
職
員
を
外
務
省
で
の
実
務
研
修
を
経
て
、
中
国
の
在
外
公
館

　
　

へ
外
交
官
と
し
て
派
遣

10
〜
16
日　

タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
市
内
の
百
貨
店
な
ど
で
、
市
特
産
の
あ

　
　

ん
ぽ
柿
を
Ｐ
Ｒ

14
日　

丹
原
図
書
館
の
来
館
者
10
万
人
達
成

15
日　

第
７
回
西
条
市
公
民
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

18
日　

首
相
官
邸
で
「
西
条
農
業
革
新
都
市
総
合
特
区
」
指
定
書
授
与

　
　

式

26
日　

ふ
る
さ
と
大
学
「
伊
予
塾
」
で
、
在
中
国
日
本
国
大
使
館
公
使

　
　

山
﨑
和
之
氏
が
講
演

１
日　

中
村
芳
夫
・
日
本
経
団
連
副
会
長
が
、
「
西
条
農
業
革
新
都
市
」

　
　

を
視
察

３
日　

第
12
回
西
条
市
立
て
干
し
網

16
〜
17
日　

国
際
ル
ー
ト
セ
ッ
タ
ー
の
東
秀
磯
氏
ら
に
よ
る
山
岳
競
技

　
　

（
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
）
体
験
教
室

18
〜
25
日　

ア
メ
リ
カ
・
メ
ノ
モ
ニ
ー
フ
ォ
ー
ル
ズ
高
校
よ
り
生
徒
・

　
　

教
師
ら
が
当
市
を
訪
問

22
日　

市
議
会
本
会
議
最
終
日
に
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
で
え
ひ
め
国
体
を
Ｐ
Ｒ

24
日　

平
田
オ
リ
ザ
氏
講
演
会
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
教
育
）

30
日　

鈴
木
正
徳
・
中
小
企
業
庁
長
官
と
西
条
・
新
居
浜
・
四
国
中
央

　
　

市
の
企
業
経
営
者
ら
を
招
き
「
え
ひ
め
東
予
未
来
会
議
」
開
催

１
日　

休
日
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー
開
所
・
診
療
開
始

１
日　

小
中
学
生
入
院
医
療
費
助
成
事
業
開
始

２
日
〜　

市
関
連
施
設
で
夏
季
節
電
対
策
を
実
施

２
〜
５
日　

ベ
ト
ナ
ム
・
フ
エ
市
の
ト
ゥ
ア
ン
副
市
長
を
は
じ
め
と
す

　
　

る
研
修
団
が
当
市
を
訪
問

６
〜
８
日　

２
０
１
２
Ｖ
・
サ
マ
ー
リ
ー
グ
１
次
リ
ー
グ
西
部
女
子
大

　
　

会
を
開
催

12
日　

中
国
・
保
定
市
河
北
大
学
日
本
課
学
科
代
表
団
表
敬
訪
問

14
日　

元
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
日
本
代
表
キ
ャ
プ
テ
ン
中
川
善
雄
氏
ら
に
よ

　
　

る
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
競
技
体
験
教
室

14
日
〜　

岡
山
大
学
医
学
部
硬
式
テ
ニ
ス
部
を
皮
切
り
に
、
17
チ
ー
ム

　
　

が
夏
季
合
宿

15
〜
17
日　

早
稲
田
大
学
の
鳥
越
研
究
室
が
ゼ
ミ
合
宿

４
日　

な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
監
督
の
佐
々
木
則
夫
サ
ッ
カ
ー
教
室

４
日　

日
本
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
Ｈ
Ｃ
名
古
屋
（
女
子
）
に
よ
る

　
　

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
ジ
ュ
ニ
ア
講
習
会

５
日　

防
災
士
連
絡
協
議
会
総
会
・
防
災
士
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
平
成
23
年
度
）

５
日　

第
36
回
日
本
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
愛
媛
大
会
（
女
子
）

８
日　

東
京
都
港
区
と
「
連
携
自
治
体
の
木
材
を
港
区
で
利
用
促
進
を

　
　

図
る
協
定
」
を
締
結

８
日　

第
３
回
子
ど
も
防
災
サ
ミ
ッ
ト
（
平
成
23
年
度
）

12
日　

市
民
の
森
「
梅
ま
つ
り
」

13
〜
17
日　

市
訪
越
団
が
ベ
ト
ナ
ム
・
フ
エ
市
ほ
か
３
都
市
を
訪
問

14
〜
15
日　

玉
津
・
丹
原
・
徳
田
・
田
滝
・
田
野
・
中
川
の
各
小
学
校

　
　

４
年
生
を
対
象
に
髙
野
進
氏
の
授
業
夢
プ
ラ
ン
事
業
を
実
施

16
日　

当
市
が
交
通
安
全
県
民
総
ぐ
る
み
運
動
愛
媛
県
本
部
長
（
県
知

　
　

事
）
よ
り
交
通
安
全
対
策
優
良
市
町
表
彰
を
受
賞

17
日
〜　

Ｊ
Ｆ
Ｅ
西
日
本
硬
式
野
球
部
を
皮
切
り
に
、
13
チ
ー
ム
が
市

　
　

内
で
春
季
合
宿

18
日　

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
赤
井
稚
佳
氏
と
フ
ー
ド
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
門

　
　

上
武
司
氏
を
招
き
、
旬
彩
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
開
催

３
〜
４
日　

椿
一
輪
展

11
日　

西
条
市
民
元
気
ジ
ャ
ン
プ
ア
ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ

12
日　

東
予
東
中
学
校
が
第
４
回
地
産
地
消
給
食
等
メ
ニ
ュ
ー
コ
ン
テ

　
　

ス
ト
で
中
国
四
国
農
政
局
長
賞
受
賞

17
日　

第
１
回
未
来
都
市
推
進
会
議
お
よ
び
第
６
回
総
合
食
料
産
業
技

　
　

術
懇
談
会
合
同
会
議

18
日　

消
防
観
閲
式

20
日　

い
の
ち
の
森
づ
く
り
in
ふ
な
や

24
日　

日
本
フ
ッ
ト
サ
ル
リ
ー
グ
選
手
６
人
に
よ
る
フ
ッ
ト
サ
ル
教
室

26
日　

大
町
自
主
防
災
連
絡
協
議
会
と
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ヘ
ル
ス
ケ
ア
㈱

　
　

西
条
地
区
が
「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
応
援
協
定
」
締
結

９
日　

ア
ジ
ア
防
災
セ
ン
タ
ー
の
客
員
教
授
ら
が
当
市
を
訪
問

23
日　

西
条
図
書
館
と
西
条
東
中
学
校
が
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
実
践

　
　

に
優
れ
た
団
体
と
し
て
文
部
科
学
大
臣
表
彰
受
賞

26
日　

東
京
都
・
渋
谷
ヒ
カ
リ
エ
の
ヨ
ロ
イ
ヅ
カ
フ
ァ
ー
ム
・
ト
ー
キ

　
　

ョ
ー
で
「
て
い
ず
い
ロ
ー
ル
」
を
使
っ
た
ケ
ー
キ
を
発
売

29
日　

第
12
回
産
業
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

29
日　

第
８
回
健
康
ふ
れ
愛
＆
第
８
回
福
祉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

１
日　

東
部
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
受
け
入
れ
開
始

５
日　

四
国
の
祭
り
２
０
１
２
（
高
松
市
）
に
、
だ
ん
じ
り
５
台
出
場

18
日　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
そ
れ
い
け
！
民
謡
う
た
祭
り
」
の
公
開
録
画

19
日　

福
島
県
相
馬
市
と
災
害
時
応
援
協
定
を
締
結

19
日　

港
湾
フ
ォ
ー
ラ
ム

20
日　

石
鎚
山
系
元
気
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

21
日　

県
内
で
は
７
６
７
年
ぶ
り
と
な
る
金
環
日
食
を
観
測

21
日　

西
予
市
出
身
の
元
関
脇
・
玉
春
日
の
片
男
波
親
方
が
西
条
図
書

　
　

館
で
講
演
会

27
日　

第
６
回
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

１月

▲第３回子ども防災サミット（平成23年度）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２月８日）
　市内全小学校の６年生が総合文化会館に集い、楠河・田滝・吉
井・玉津の各小学校の児童たちから、地震による津波等からの身
の守り方や、避難所となる学校で自分たちにできることなどにつ
いて実践発表がありました。また、パネルディスカッションでは
多くの意見交換がなされ、最後にサミット宣言を採択しました。

▲なでしこジャパン
　監督の佐々木則夫
　サッカー教室
　　　　　　　（２月４日）

　なでしこジャパンをＦＩ
ＦＡ女子ワールドカップド
イツ大会で優勝、ロンドン
オリンピックでは銀メダル
に導いた佐々木監督を講師
に、ビバ・スポルティアＳ
ＡＩＪＯで次世代育成支援
スポーツ事業「佐々木則夫
サッカー教室」を開催しま
した。

主
な
出
来
事

３月

▲第12回産業文化フェスティバル・第８回健康ふれ愛
　＆第８回福祉フェスティバル　　　　　　（４月29日）
　メインステージでのダンスをはじめ、ミニＳＬ乗車会、野菜ソ
ムリエによる西条産野菜を使ったスープのサービス、ものづくり
体験教室などの催しが行われ、総合福祉センターでは、機器を使
った健康度チェックや各種のボランティア体験、チャリティーバ
ザーなどが開催されました。

▲いのちの森づくり in ふなや
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３月20日）
　当時、船屋地区に整備中であった東部一般廃棄物最終処分場で
開催した植樹イベントには、750人を越える市民の皆さんが参加
しました。
　世界各地で「広葉樹を植えて防災に役立てよう」と呼びかけて
いる、横浜国立大学の宮脇昭名誉教授のご指導のもと、シイ・タ
ブ・カシなど24種類５千本の苗木が植え付けられました。

▲2012Ｖ・サマーリーグ１次リーグ西部女子大会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７月６～８日）
　四国では初めてとなる大会が、総合体育館で３日間にわたり開
催されました。会場を訪れた皆さんは、トップ選手のパワフルで
躍動感あふれるプレーの連続に大興奮。また、小・中学生対象の
バレーボール教室も行われ、最高のお手本である現役選手から直
接指導を受けられる、またとない機会となりました。

▲休日夜間急患センター開所・診療開始
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７月１日）
　これまでの在宅当番医制に代わり、当市の１次救急医療を担う
休日夜間急患センターが開所し、診療を開始しました。この施設
は、市民の皆さんの利便性の向上や医師の負担軽減を図るために
整備したもので、休日や夜間において、入院や手術を必要としな
い比較的症状が軽い方を対象とした医療施設です。

▲東部一般廃棄物最終
　処分場の受入開始
　　　　　　　（５月１日）
　東部一般廃棄物最終処分
場が完成し、受け入れを開
始しました。浸出水の漏れ
ない構造で、埋立地内で発
生した浸出水を建屋内で集
水、浄化し、埋立物を安定
化させ、防塵のため散水に
使用する環境に配慮したク
ローズド型の施設です。

▲経団連の
　中村芳夫副会長が
「西条農業革新都市」
　を視察
　　　　　　　（６月１日）
　「西条農業革新都市」の
進ちょく状況を確認するた
めに来西されました。
　当日は、神戸地区のほ場
とパッキングセンターを視
察した後、市役所で意見交
換を行いました。

▲ＮＨＫテレビ番組
「それいけ！民謡うた
　祭り」公開録画
　　　　　　　（５月18日）
　総合文化会館で行われた
公開録画は、出演者の皆さ
んが披露する四国地方の民
謡と特別参加の地元の皆さ
んの踊りが、会場を大いに
盛り上げていました。

▲第12回
　西条市立て干し網
　　　　　　　（６月３日）
　開始の合図で参加者が一
斉に海に駆け出す「立て干
し網」。ハマチやタイ、ア
サリを捕ったり、仮設プー
ルでアジを捕まえたりして
子どもから大人まで楽しめ
る催しとなりました。
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